
医療被ばくに関する事前説明書 
 

＜検査の必要性について＞ 
 

放射線検査では、医療被ばくを伴います。しかし、被ばくによる
リスクよりも、 

検査によって病気を早期に発見し、適切な治療のタイミングを逃
さないという利益のほうが十分に大きい 

と判断される場合のみ検査を行っています。   
  
 

＜放射線の影響と安全性＞ 
 
影響が出ない基準                  
 100mSv（mGy）以下の線量であれば、発がんや遺伝的影響はな
いとされています。  
 
安全性 

当院の検査において、100mSv（mGy）を超える被ばくをするこ
とはありません。  
 
影響の蓄積なし 
 人体には放射線の影響に対する修復機能が備わっているため、 
複数回の検査を受けても放射線の影響が蓄積することは殆どありま
せん。 

   
 
＜被ばく線量の最適化＞ 
 

当院では、関連学会のガイドライン等の指標をもとに、最適な条
件での検査を実施し、被ばく線量を必要最小限に抑えるよう努めて
います。  
 
 


